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第12回下水文化研究発表会が開催されました
第12回下水文化研究発表会は、11月9日（土）日本水道会館で行われました。当日は、13編(1名欠席)の論文発表、下水道博物館に関するパネルディスカッション、そして久保赳下水文化賞、バルトン記念賞の発表ならびに授賞式が行われました。
バルトン記念賞はエコサン・チーム・オブ・バングラデシュが受賞

久保赳下水文化賞は該当者なし・３論文が佳作に
すでにご案内のように、今回の下水文化研究発表会より、水環境保全に関わる政策論、事業経営論をテーマとする優秀論文に対して久保赳下水文化賞、海外援助政策、援助活動の実践をテーマとする優秀論文にバルトン記念賞を授与することとしました。
選考にあたり、10月11日石田雄弘氏を委員長とする両賞の選考委員会が開催され、以下のように受賞者を決定しました。授賞式では、久保さんの昌子未亡人のご挨拶、鳥海幸子さんからのメッセージ（稲場日出子さん代読）の披露がありました。
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久保赳下水文化賞　該当なし

久保赳下水文化賞　佳作：渡辺勝久氏「下水道事業経営の処方箋(事業者の意識改革)」
バルトン記念賞　エコサン・チーム・オブ・バングラデシュ (論文発表者：A.A. Mamun氏)、“Spreading of Ecological Sanitation in Bangladesh: An Empirical Analysis”
（バングラデシュにおけるエコロジカル サニテーシオンの普及：その実証分析）
バルトン記念賞　佳作：島田正敏氏「タイ・山岳民族子供達と取り組む衛生改善活動」
バルトン記念賞　佳作：佐藤弘孝氏「南スーダンにおける日本の水道技術協力の手法に関する考察」
選考委員会での議論から、受賞者の受賞理由をお伝えしておきます。
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３論文の応募があった久保赳下水文化賞については、独創性や水環境に関わる計画や事業の変革に対しての寄与という点で、いずれも水準に達していないと考えられるため、該当者無しということになりました。なお、渡辺論文については、今後の下水道行政に対して時宜を得たものと評価できることから、佳作としました。

４論文の応募があったバルトン記念賞選考において、受賞論文は長年にわたる活動を踏まえたものであり、独創的な取り組みも実践されてきたことが記述されており、選考委員の間で異論なく決定しました。同佳作２論文については、いずれも、ユニークな取り組みであり、日本では想像できないような多くの制約を克服するため、現地の当事者とともに考え、取り組まれた経緯が述べられていることから、賞に準じるものとして佳作としました。海外援助事業に取り組むうえで示唆に富むものであるとの評価でした。
受賞者には、賞状、記念の盾（下の写真右）ならびに副賞が贈られました。副賞は賞金のほか、バルトン記念賞にはバルトンの曾孫にあたられる日本画家・鳥海幸子さんによる日本画（下の写真左）が贈られました。
　　　　　　　　　　（文責：酒井彰）
目次へ
受賞者のことば
Abdulla Al Mamun氏

（Bangladesh Academy for Rural Development, エコサンチームオブバングラデシュを代表して）

お列席の選考委員の先生方、本日の研究発表会に参加された方々、そして、親愛なるプロジェクトメンバーの皆さん、私はここに立ち、エコサン・チーム・オブ・バングラデシュを代表してご挨拶できることをうれしく思います。我々のチームの活動が、海外技術協力の分野に貢献していることを認めていただき、バルトン記念賞に選考されたことはたいへん光栄なことです。日本の衛生に顕著な貢献をされたバルトン氏にも感謝したいと思います。彼の功績を学ぶことができた今日は、私にとって記念すべき日です。

今回私を世界で最も進歩し、洗練された国、日本へ招待していただいたJICAならびに日本の方々お礼を申し上げたいと思います。日本に来て、今日の研究発表会に参加し、論文を発表することができました。繰り返しになりますが、この論文をバルトン記念賞に選んでいただき、ほんとうにありがとうございました。この賞は、私が、エコロジカル・サニテーションの分野で引き続いて活動するよう勇気づけてくれます。
バングラデシュにおけるエコサンの導入は、日本下水文化研究会（JADE）の活動を通じて始められたものであり、私は、その最初から参加することができ、このエコサンの世界に関わることができました。JADEの皆さんはたいへん有能で、いっしょに活動することは楽しくやりがいがありました。とくに、高橋さん、酒井さん、高村さん、保坂さんには、心から感謝しています。そして、日本から、JADEの活動を支えてくださっている会員の皆さんにも感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。最後に、本日の研究発表会の準備ならびにお世話をしてくださった研究会ご担当の皆様、このセレモニーに参加していただいている皆様にも感謝の気持ちを伝えたいと思います。皆様のホスピタリティに感謝いたしまして、受賞のご挨拶とさせていただきます。

［当日のスピーチ内容・酒井訳］
渡辺勝久氏（日本下水文化研究会）

昨年の12月に久保さんの自伝「熊蜂のごとく」が出版され、私も発起人の一人として出版記念会に参加しました。生前に直接お会いする機会など無い私でしたが、久保さんの偉業は書物等で拝読しており、且つ、数年前の「下水道展」で背の高い老紳士が、何かを探すように歩かれておられ、すぐに久保さんだと気づいたことを、鮮明に記憶しています。
「聡明な老紳士」そんな印象が私の久保さんへの素直な気持ちです。
「久保赳下水文化賞」は、研究会内部で検討が進められ、「水と環境を守る政策論」及び「下水道事業活性化論」に値する公募論文として､応募が開始されました。私は、初回でもあり多くの応募と貴重な論文が投稿され、多くの脚光を浴びる賞になるものと期待し、財政難に喘ぐ多くの自治体の方々に一石を投じ、奮い立って頂きたいと思い「下水道事業者の意識改革」を投稿しました。久保赳下水文化賞の該当論文は有りませんでしたが、私の論文が佳作として「久保赳文化賞」に値したことは、世情を反映したことと捉えています。また、私のコンサルタントとして30年携わった成果に対する評価がなされた証でもあり、とても大切な賞として、家宝にしたいと思います。
今後は、賞に恥じないよう、下水道界に永く貢献し続けたいと思うと同時に、「現役を離れてみて、見えることも多いのか」と、受賞をとても光栄に存じます。
ありがとうございました。
島田正敏氏（関東学院六浦小学校）
平成25年度「バルトン記念賞」（佳作）に選考していただき光栄に存じます。日本のために献身的な働きをしたバルトンを記念した賞を頂き、私たち関係者は、大変うれしく思っております。

本校では、タイのチェンマイ県ティワタ村の子ども寮の支援活動をしています。タイの山岳地帯には、多くの山岳少数民族が生活しています。私たちは、その中のカレン族の子どもたちを応援しています。子どもたちの実家は、山の斜面に建てられた高床式の住居です。電気、ガスはありません。水道は、山の頂上に作られたため池から引いた水を利用しています。家は木の葉を竹で刺して重ねた屋根で、床は竹を半分に割って敷き詰めたものです。子どもたちが、実家から学校に通うことは不可能です。カレン族は、独自の文字と言葉を話します。親たちは、カレン語しか話せません。タイに生活する以上、タイ語の習得が絶対に必要です。1992年、学校のあるティワタ村に寮が建てられました。寮費は、一ヶ月100バーツ（約300円）です。現金収入の少ない親たちは、支払うことは困難なので、運営できない状況になりました。その時から本校では、支援活動を開始しました。

2003年から、日本下水文化研究会のアドバイスにより、子どもたちに水の安全性や環境問題を考えてもらうために、上水タンクとごみ焼却炉を設置しました。2004年には、分別型トイレを設置しました。また現在は、竹炭や陶器による水ろ過、凝集剤による水ろ過などの指導をしています。また子ども寮、山の集落などの水質検査を毎年実施しています。

タイの山岳民族の子どもたちに、水の大切さや安全性、環境問題についての問題提起などの教育活動を支援してくださった日本下水文化研究会に感謝いたします。また会が主催される「バルトン記念賞」を受賞でき、重ねて御礼申し上げます。ありがとうございました。

佐藤弘孝氏（TECインターナショナル）

南スーダンは、2005年の南北包括和平合意により長く続いた内戦が終結、2010年1月に行われた民族自決を問う住民投票の結果、同年7月に南スーダン共和国として独立しました。独立後も、スーダン国境に位置する油田の帰属問題をめぐり係争等が続いており、未だ政治経済が安定しているとはいえません。
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私達チームは、2008年から首都ジュバに入り2025年を目標とする同市の水道マスタープランを作成しました。本計画の下、南スーダン水道公社能力強化プロジェクトとジュバ市水道施設改善無償資金協力事業が実現致しました。前者は、2010年11月から3年間実施し2013年10月に完了、後者は、2013年8月に建設工事を開始し2年後に完成の予定です。

南スーダンでの上水道への支援もまだまだ緒についたばかりです。水道技術のみならず水道人材の基礎教育や制度面も立ち遅れており、より一層の支援が必要な状況です。今後、第2次能力向上プロジェクトの実施が計画されており、引き続き、南スーダン水道公社の自立した運営に向けて貢献できればと考えております。

本論文は、能力強化プロジェクトを題材に、日本の水道技術協力について、その特徴と成果達成に貢献した要素を考察致しました。本論文執筆に当たり、3年間の活動内容を整理し、更にその意義を深く掘り下げることができました。これはこれから始まる第2次プロジェクトのより効果的な実施に貢献するものと考えております。

本研究会及び論文執筆を薦めて頂いた谷口尚弘（東京設計事務所顧問）さんには大変感謝致しております。さらに、バルトン賞まで頂き望外の喜びです。本賞の受賞は、今後も長く続くであろう南スーダンでの技術協力に一層の励みとなります。続報致します。
目次へ
研究発表会・座長報告

セッションⅠ（座長：高橋 邦夫）

　セッションⅠでは、熊倉容子さん（TOTO(株)）「災害地、山岳地、家庭を巡るし尿処理に関する一考察」、澤田義麿さん（株式会社長大）「ベトナム国鉄へのバイオトイレ導入事例」、A. A. Mamun (BARD) and EcoSan Team of Bangladesh, ”Spreading of Ecological Sanitation in Bangladesh: An Empirical Analysis”、佐藤弘孝さん（株式会社TECインターナショナル）「 南スーダンにおける日本の水道技術協力の手法に関する考察」の４篇の発表があった。

熊倉さんの発表では、特に雪山登攀（富士厳冬期を含む）での経験 から身をもって体験した排泄の大切さを動機付けとし、東日本大震災時に見られる下水システムの脆弱(オルタナティブの重要性)、山岳地における自然への負荷の低減（携帯トイレの活用）、ひいては家庭でのし尿処理試行から見える可能性（し尿処理自己完結化）について言及したものである。

澤田さんの発表では、従来垂れ流しの状態にあったベトナム国鉄へのバイオトイレの導入経過を論じたものである。ここでのバイオトイレの一つの特徴は、一般におが屑などを用いる処理媒体に対し、地場産である竹炭を用い処理効果を確認し、処理タンクの減容に導いたことである。一方、列車のトイレは共同トイレであり、不特定多数のトイレ使用者の適切な使用には困難が付きまとう。当初十分な発酵が得られず、結果として悪臭を伴い含水率の高いものから徐々に良好な結果へと導く経過の報告であった。

Mr.Mamun他の発表は、バングラデシュ農村地域へのエコサン・トイレの普及活動の経過と今後の見通しについて論じたものである。ベトナムのバイオトイレとは形式は異なり、し尿分離型のトイレであり、衛生改善、し尿資源利用に留意したトイレである。今後、し尿資源のマーケット形成への見通しを明示しているがその実証と地域への定着が課題である。

佐藤さんの南スーダンにおける水道技術協力は、長引いた紛争後の水道施設の再建・再生・再編成に取り組んだものである。人、物、金、情報、の無い無い尽くしの状況から、目的の共有のための人づくり、様々な物作り、組織作り、そして協働へと一歩一歩駒を進めていくという地道なアプローチを取っている。

発表の４篇は、安全な飲み水の確保と排泄という人間の原初的なテーマに対する取り組みであり、日常時、災害時など場面は異なるとはいえ、共通のテーマである。別な表現をとれば、場面のサバイバルからどうサステナブルへと展開するかの実証が問われているのである。

幸いにも活動や事業は継続しているとのことであり、次回の発表会への参加を受諾してくれたものと座長は認識している。
セッションⅡ（座長：酒井 彰）
セッションⅡでは，坂本麻衣子さん（東京大学大学院）他「コミュニティ型水供給設備の受容と社会ネットワークの関連分析」、前田千夏さん他（日水コン）「バングラデシュ国村落部における給水技術の現状と課題」、原田英典さん（京都大学）他「ハノイを事例とした都市排水管理と腐敗槽の役割」、そしてB. R. Shivakotiさん（IGES）他”Groundwater, Water Supply and Sanitation Inter-Linkages in Selected Urban Areas in Asia”の4件の発表があった。いずれもアジアの開発途上国における水と衛生をテーマとしたものであり、うち2件は、日本下水文化研究会が、実施したあるいは実施中のプロジェクトサイトでの調査に基づくものである。

坂本さんの発表は、地下水砒素汚染地域で、ため池を飲料水源として砂ろ過したのち給水するプロジェクトが本会により実施されたサイトを対象に、2つの集落において設備に対する受容状況の相違に着目し、リーダーの存在やふだんのコミュニケーションなどの社会ネットワーク特性との関連を分析したものである。結果として、水供給設備が受容されていない集落では、コミュニケーションに偏りがあるためコミュニティ単位での活動が行いづらく、排他的傾向をもつために外部からの情報が入りにくい傾向をもつと解釈され、それが、設備の受容の妨げにつながっていると指摘している。発表後、リーダーに求められる資質、コミュニティ特性をプロジェクトにどのように反映させることができるかなどについて議論された。

前田さんの発表では、地下水の砒素汚染や塩水化により、安全な飲料水の確保が困難になっているバングラデシュで、この問題を開発援助ばかりでなく、ソーシャル･ビジネスとして解決しようという、日本企業を含めたさまざまな動向が紹介され、貧困層に恩恵を届かせるための課題について考察されている。これまでの経緯から、開発援助により、安全な飲料水を求める貧困層にあまねく恩恵をもたらすことは、困難と考えられる。一方、ビジネスとしての参入も必ずしも順調とは言えず、都市部中間層に向けたジャーウォーター販売収益を内部補助として、貧困層に向けての低廉化が図られているが、安全な飲料水に対する啓発活動も併せて行い、水に対する支払い意識を変える必要性も指摘された。いずれにしろ、ビジネスといってもコミュニティをベースにした息の長い取組みが不可欠であり、ローカルのNGOが参画する必要性が高いということができる。

原田さんの発表は、ハノイ市におけるトイレ排水を含めた都市排水の現状から、家庭のトイレに付属する腐敗槽が十分な管理がされず、河川水質への影響が大きいことを指摘している。一方、ハノイ市の下水道網は、当面、排水河川や開渠を利用する遮集方式で、オープンな環境で下水が輸送されることになるので、現存する腐敗槽の管理を徹底することで、公衆衛生上、重要な役割を果たすと論じている。莫大な費用を要する暗渠網の整備が下水処理の普及を妨げている現状からすれば、腐敗槽汚泥の収集・処理体制を整備することと併せて、段階的な対応方法として考えられよう。

Shivakotiさんの発表は、アジアの都市において飲料水源としての地下水利用に着目し、地下水依存傾向が大きい2つの都市、すなわちネパール･カトマンズ市とバングラデシュ･クルナ市を対象に、利用者が地下水を選好する理由、地下水管理の重要性を議論したものである。地下水が選好される理由は、「衛生的と考えられている」、「アクセスの良さ」、「量や質の安定性」であるが、適正な管理がなされずに、地下水依存度を高めれば、地下水位の低下や不十分な屎尿管理による汚染リスクを招くことになると指摘している。飲料水源として、地下水、表流水のどちらがふさわしいかという議論があるが、いずれにしても、水と衛生の統合管理は欠かせないと言えよう。

アジア、水と衛生がキーワードになる研究発表が行われ、情報交換の場が提供できたのではないかと考える。また、本会の活動サイトを国内外の若い研究者に研究フィールドとして提供する機会も増えてきており、そこから得られた知見を共有し、活動に反映していくということは、双方にとってメリットが大きいと考えられるので、継続していけたらと思う。

セッションⅢ（座長：谷口 尚弘）
セッションⅢの発表は３編で、始めは、NPO法人　山岳民族子供支援プロジェクト代表 島田正敏氏による「タイ山岳民族子供支援プロジェクト」である。タイの山岳部に居住するカレン族は中国から移動してきた少数民族である。彼らは焼畑農業を行いながら集落移住を行っていた。しかし、近年タイ政府により焼畑が禁止され、定住生活せざるを得なくなったため、経済環境は大変厳しい状況にある。山岳地帯に住んでいるので、子供たちは学校にも通えない状況であった。表記プロジェクトはタイの基督教牧師からの要請を受け、支援のために活動を開始した。
最初の支援は学校に寄宿舎を建設し、100余名の生徒が学校生活できるようになった。しかし、人が住むためには安全な水の給水、排水、トイレ問題、ごみ問題などが付随的に発生する。島田氏等は簡易浄水法や浄化槽を設置し、水質についてもフォローする活動を続けている。

一方、支援だけでなく、島田代表は関東学院付属小学校の校長でもあることから、同校PTAと共催して子供たちの交流活動も行っている。子供たちによる相互訪問やTVによる交流会の実施など、その活動には敬意を表したい。

発表後、参加者からは感動したとの感想もいただいた。

２番目は渡辺勝久氏（日本下水文化研究会）による「下水道事業経営の処方箋」である。これは現在実施されている下水道事業の多くが赤字に悩まされている現状を何とか改善したいということが動機になっている。多くの下水道事業会計は一般会計であり、これは発生主義なので、資産状況の把握や減価償却等の概念が薄い。そのためコストも把握し難いと言う問題がある。

健全な経営を行うためには現金のみならず資産状況を的確に評価できる公営企業会計を取り入れるべきと渡辺氏は主張している。ただ公営企業会計は少々複雑ではあるが、改善効果が非常に高いことを説明し、経営改善に向けた効果についても解り易く説明している。今後の下水道事業経営健全化に的確な提案を行ったという意味において貴重なプレゼンテーションであった。

下水文化研究発表会において、事務的発表は少ないため、本論文は貴重な示唆を与えている。

３番目の「水の循環を活かした水中ダムによる淡水貯留システム」は発表者欠席のため発表されなかった。残念なことである。
セッションⅣ（座長：栗田 彰）
セッションⅣでは「水文化」の歴史に関する３編が発表された。

① 地田修一氏（日本下水文化研究会）「航空写真にみる砂町水再生センターの変遷」

砂町汚水処分場の開設は昭和５年（1930）。航空写真は昭和10年（1935）・昭和28年（1953）・昭和37年（1962）・近年（年代不詳）の４枚の航空写真が用意された。

昭和10年（1935）の航空写真では、当時の海岸から400ｍほど沖合の埋立地に作られた処理場への専用道路が、海の中を横切っている。当時は、貯水池に下水を貯めておいて、満潮時を見計らって東京湾へ放流していたのだそうである。

昭和28年（1953）の航空写真には、昭和17年（1942）に完成した第一沈澱池や清掃局の委託を受け、昭和28年から昭和57年（1982）まで運転された「屎尿処理施設」が写っている。まだ処理場への専用道路が写っており、近くには砂浜も残っていたそうである。

昭和37年（1962）の航空写真には昭和35年に運転を開始した「散気式曝気槽」が写っている。創設以来30年間は「簡易処理」をしていたことになる。この頃になると、専用道路の両側に工場のような建物が写っている。

近年の航空写真では、古い施設が新しい施設に建て替えられ、かつては海面だった専用道路の両側は、工場・配送センター・倉庫・福祉施設・病院などが建てられている。

ちなみに、「汚水処分場」の呼称は、昭和27年（1952）11月に「下水処理場」に変わり、昭和37年（1962）度から「処理場」、平成16年（2004）度から「水再生センター」に変わった。

地田氏は文献の記録だけでなく、人から伝え聞いたことも交えて報告をされており、砂町処理場周辺の町の様子などを知る上で、文献では見付けられない「伝聞」の大切さを感じた。

②山崎達雄氏（龍谷大学）「水槽便所と新聞広告」

大正期に入って高層建築や洋風建築が各地で建てられるようになり、水道も普及するにしたがって、水洗便所が増えていきましたが、下水道がまだ整備されていない地域では、水槽便所が各地に設けられた。今で言う「屎尿浄化槽」だ。

大正10年（1921）6月2日、警視庁令として「水槽便所取締規則」が制定され、その後、兵庫県・愛知県・京都府をはじめとして多くの府県で「水槽便所取締規則」が制定された。

山崎氏は、この水槽便所を「規則」からではなく、新聞広告から見ることにした。その広告は、図入りで詳しく説明されていて、構造や汚水浄化の仕組みが、大変良くわかるということだった。

京都府では、ホテル・病院・事務所・小学校・中学校などに水槽便所が次々と整備されていった。

私が、一般的に遣われていた言葉かどうかは、わからないが、「大正便所」という言葉が、おもしろいと思った。水槽便所が大正期になって盛んに作られるようになったからなのだろうか？私は、こういう言葉が国語辞典にも載るようにならないものかと思っているが、『広辞苑（岩波書店）』・『大辞林（三省堂）』・『角川国語中辞典（角川書店）』には載っていなかった。

水槽便所が使われるようになって、トイレットペーパーの使用も増えて行ったそうだ。これまた、新聞広告から見たものを話されていた。「巻き取り便所紙」は、そのものを良く言い表した言葉で、これまた、私は面白い言葉だと思った。　

③市村　哲氏（豊田市）「水害とのたたかいの歴史（挙母の江戸～平成）」
「挙母」は「コロモ」と読み、豊田市になる前の市の名だそうです。以前は「衣」と書かれたそうだ。江戸時代初期から水害に悩まされた土地だったそうで、堤を築いたり「悪水抜き」を掘ったりして凌いでいた。この「悪水抜き」という言葉を、私は面白いと思いました。というのは、たまたま東京都豊島区巣鴨の町の江戸時代の下水について調べていたら、『中山道分間延絵図（なかせんどうふんけんのべえず）』の「巣鴨」町のところに中山道を横切る「下水橋」が描かれており、その脇に「水抜石橋」と書かれていたからです。この「水抜」というのは、吐口のことだそうで、「挙母」の「悪水抜き」も同じように「悪水」を排出するための水路だったのだろう。

当日、豊田市が作った「城主も人の子」という動画が紹介されたが、作品の中で、挙母藩の城主であった内藤学文（さとふみ）が「城主も人の子だ」と言って、領民と一緒になって堀割の仕事場に通ったという話は、現在の政治屋サンたちに教えてあげたい言葉だ。言葉というより行動。そんなことを感じさせられた発表だった。
誌上発表の紹介

海外を含め、遠隔であることなどから9編が誌上発表として投稿された。その概要を紹介しておきたい。

国内からは、山地健二さん（神戸市）「久保赳博士と神戸の下水道～循環のみち　下水道神戸モデルの構築に向けて～」、石井明男さん他（八千代エンジニアリング株式会社）「文化・習慣を鑑みた南スーダン共和国ジュバ市における廃棄物事業改善プロジェクトのキャパシティ･ディベロップメント」、山野寿男さん（下水道と水環境を考える会“水澄”）「大阪市における防潮ラインと内水排除ライン」の3編である。山地さんは、神戸市下水道の歴史を振り返るとともに、これからの神戸の下水道インフラの目指す姿を取りまとめている。石井さん他は、南スーダン･ジュバ市の廃棄物事業に携わる人たちが、公共サービスを学び、自立的に事業を実施していく道筋をつけるというJICAプロジェクトにおける人材開発のアプローチを報告している。山野さんは、津波高が変更され、「減災」という観点からの見直しが求められている大阪市の防潮ライン、都市型水害に対応した内水排除ラインについて、それぞれの変遷をまとめている。

海外からの6編のうち5編はバングラデシュからであり、うち4編は本会バングラデシュ事務所メンバーによるものである。ここでは、バングラデシュ以外からの応募から紹介しよう。執筆者のS. M. N. Uddinさんは以前名古屋大学大学院留学生として、本会のエコサン・トイレのサイトで利用者の意識調査を行い、その結果を前回の研究発表会に投稿されたが、今回はその後の留学先である北京科技大学がフランスのNGOとともにモンゴルで実施中のプロジェクト（本人はPhDコース学生として参加）について紹介してくれている。都市周辺の貧困層を対象にした屎尿・生活排水の処理ならびに資源化によるエコシティ構想について述べられている。

バングラデシュから、本会メンバー以外にジョソール科学技術大学のG. C. Ghoshさんから、沿岸域での雨水利用の可能性に関する投稿があり、このなかで、降雨量の経年傾向、月毎の降雨量、飲料水として利用する場合の必要貯留槽容量、屋根の材質、貯留槽材質による水質の相違に関する調査結果が示され、植物で葺かれた屋根は飲料に適さないことが述べられている。

[image: image9.emf]本会メンバーからは、次の4編である。Q. Azaduzzamanさんは、エコサン・トイレを設置した世帯のなかに、元のトイレに戻ってしまう世帯があることに着目し、その理由は何かをアンケート調査から分析しており、乾燥便の搬出、宗教上の理由がトイレの選択を規定する可能性を指摘している。Md. M. U. Parvezさんは、生ごみから生成したコンポストの性状はリン濃度が低く、これに尿を添加することで改善がみられることを示し、都市スラム等から発生する尿の活用方法として提案している。

T. Ahmedさんから2論文の投稿があった。1編は、エコサン・トイレの効果のひとつとして、頻発する洪水期にも使用可能なことがあげられるが、2011年に起きた洪水の際、半数以上の世帯がエコサン・トイレを利用している村と隣接する村を比較して、洪水期の下痢症患者の発生数に顕著な相違があることを示している。一方、エコサン・トイレが普及した村において、病気の発生頻度、医療費を調査したところ、患者のほとんどは幼児であること、エコサン・トイレ･ユーザーと非ユーザーの間で、病気の種類に差はある（下痢症は非ユーザーに多い）が、患者数、医療費とも差は大きくないことが分かった。また、もう一つの論文では、本会が実施した学校へのエコサン・トイレ導入結果をまとめている。学校が備えるべき設備であるトイレの管理に関し、学校間での差異が大きく、清掃人を雇うための管理費を出すことに納得しない学校もあることに見られるように、トイレが機能するか否かは、学校側の姿勢に左右されることを報告している。
　　　　　　（文責・酒井彰）
目次へ
下水道博物館に関するパネルディスカッション　報告

下水道博物館に関するパネルディスカッションは、

金井孝朗氏（東京都下水道局）、桂川雅信氏（元滋賀県立下水道科学館館長）、栗原秀人氏（下水道広報プラットホーム事務局長）、馬場康夫氏（小平市民）、松田旭正氏（日本下水文化研究会）の５氏をパネリストに迎えて行われた。進行役は、酒井が務めた。

　まず、松田さんから、2013年の２月から５月にかけて行った、下水道博物館の実態調査の結果について報告があった。残念ながら回収率は40％台と低く、下水道の広報に対する取り組み意識の低さが反映されているのかもしれない。回答のあった自治体からも、予算、人材の確保、リニューアル、環境教育等役割の充実、指定管理者制度の導入等運営形態の見直しなど多くの課題が指摘された。調査結果に対し、パネリストからは、リピーター確保のためには、顧客満足度調査が必要だがほとんど行われていないことなどが指摘された。（本調査結果については、「水道公論」誌１月号に掲載）

次に、金井さんから、最近、リニューアルされた「東京都・虹の下水道館」について、館内の様子、来館者数の増加などが報告された。桂川さんからは、2011年閉館された滋賀県水環境科学館での実践されてきた事業のうち、子供向けばかりでなく教職員や自治体に向けた環境教育や普及啓発事業に重点を置いて紹介された。小学4年生の社会見学として、全県の4割が来館し、その後、「エコトーク」に2000人が自主的に参加、さらに子供たちへの自由研究をサポートし多くの優れた受賞作を生むなどの実績がありながら、閉館となったことは残念であるが、貴重な経験を次につなげていきたいものである。

市民として小平市・ふれあい下水道館の運営にもかかわっておられる馬場さんからは、小平市には川がないため、生活用水を利用した後排水先がなくて苦労したことから、下水道ができたことに市民は大いに感謝したと述べられた。これに対し、栗原さんから、当時の市の担当者（実は松田さん）が、「下水道ができてしまうと、市民が排水に苦労したことを忘れてしまう。この苦労を継承するため、ぜひとも下水道が見える博物館を作りたかった」ということばが忘れられないと付け加えられた。さらに馬場さんから、出典のない展示物があることや図書が整理されていない状況から、何かを学ぼうとするとき、その手助けになるような展示に心掛けてもらいたいといった要望が述べられた。その意味で、展示のリニューアルが求められるとともに、施設の老朽化対策の必要性も指摘された。

実態調査にも関わられた栗原さんからは、下水道広報に対する方針が全くない自治体が少なくないこと、それが、実態調査の回収率の低さにつながっている可能性のあることが指摘され、博物館の役割・機能についての提案があり、その実践のためには全国的な取り組みが必要であると述べられた。また、建物の中での展示に限らず、地域に残された水との関わり方などを保存・伝承していくエコミュージアムという考え方も紹介された。

[image: image10.jpg]


最後に、本パネルディスカッションを準備してきた、日本下水文化研究会から、アピール文が発表された。なお、パネルディスカッションの内容についても「水道公論」誌に掲載予定である。
（文責・酒井　彰）
目次へ
『下水文化を見る会に参加して』
	クラブツーリズム

テーマ旅行ナビゲーター
	関口　保江


東京丸の内の北町奉行所の跡地の一角に、玉川上水の地下水跡の標識が、誰にも気付かれこともなくひっそりとあります。東京駅日本橋口からすぐの所で、まわりは高層ビルが立ち並び、世界的にも有名なあのシャングリ･ラ ホテルのエンタランスの斜め前です。言われなければ、分らないただの変哲のない通り道の一部です。

私が初めてこの上水跡を知ったのは偶然のことでしたが、仕事の上でどうしてもこの上水道に興味を抱かざるを得なくなり、今回、下水文化を見る会に参加させて頂くことになりました。

玉川上水は江戸時代、三代将軍徳川家光の頃、人口が爆発的に増加した江戸市民の飲み水の供給のため、造られた水道施設の一つでした。現在の羽村市にある多摩川の取水口から都内四谷４丁目交差点近くにある大木戸までの約43キロを露天掘りにて水路を確保し、そこより市中には地下水道で配水していたとのことです。

羽村市郷土博物館ではその当時使用されていた木樋や石樋を見たり、土木工事の説明を聞かせて頂いたりして、昔の人々の技術の高さに感嘆しました。

その後、羽村取水堰を視察し、小平監視所すぐ下にある下水を清潔に処理した水を玉川上水空堀に放流している所に向かいました。途中の川辺は清々しく、ウォーキングには最適な行程でした。

[image: image11.emf]小平市公共下水道管理センター「ふれあい下水道館」では地下５階にある防水扉の奥にある、いま、この瞬間にも利用されている本物の下水道の中に入ることが出来ました。内径が４．５メートルもある巨大な地下トンネルで、その時は下の方に汚水が少し流れていましたが、大雨が降ると一杯になるとのことでした。

ふれあい下水道館では江戸の下水事情やヨーロッパのそれとの比較の説明もして頂き、いかに江戸の町が世界でもトップ水準の衛生環境を維持していたかを知り、また、それが皆様の地道な多大な努力により現在に至っていることに大変感銘を受けました。

今後は機会があれば、微力ですが、玉川上水に絡め皆様の活動をアピールしていく所存です。大変勉強になり、ありがとうございました。
目次へ
第57回定例研究会報告
『改善された富士山トイレ問題』
　平成25年10月20日（日）13時30分から小平市ふれあい下水道館・講座室において、標記の定例研究会が開催された。講師は、本会会員の宮城大学教授（前静岡県立大学教授）・岩堀恵祐氏です。電気も水もない（自家発電や雨水・雪解け水に依存）厳しい環境下にある富士山の山小屋トイレを改善すべく、静岡県では富士山トイレ研究会を設置し検討を加えてきた。この研究会の委員長（平成10～14年度）を務められた岩堀氏に、富士山トイレ問題の経緯とその後の改善された現状を語っていただいた。

　講演の要旨は、以下のとおりである。

1. 富士山にふさわしくないものの筆頭に挙げられるのは「富士山のトイレ」ではないか。新五合目の公衆トイレは循環式水洗トイレであったが、山頂のそれは素掘り式で屎尿は放流・浸透させていたし、また、25箇所（静岡県側）の山小屋トイレのほとんども屎尿を放流・浸透するものであった。

2. 登山者が出した屎尿を山肌に流すため、ティッシュペーパー（注：霧や雨の多い高所では湿気が高く水溶性のトイレットペーパーを常置できない）が分解されずに残って、遠くからは「白い川」に見え、近づくと臭うと、登山家の田部井淳子さんがかつて「週刊文春」（平成10年4月9日号）で警鐘を鳴らしていた。

3. この警鐘に先立つ平成8年度から静岡県では、富士山にふさわしいトイレや屎尿処理法の検討・調査を開始している。

4. 富士山は他の山に較べ、気象（雷、強風、雪崩、低温）、地形（急勾配）、地質（火山礫）の諸条件に加え、夏季集中利用（7～8月の2ヶ月間に約30万人）、水や電気が期待できないなどトイレの設置条件が極めて厳しい。

5. 山小屋トイレの改善や携帯トイレによる持ち帰り実験の提案（平成8年度）及び屎尿処理装置を一体化したトイレ（自己完結型トイレ）の実証実験の必要性の指摘（平成9年度）がなされたことを踏まえて、平成10年度に静岡県では「富士山トイレ研究会」を立ち上げ本格的な実験・調査に入った。

6. 平成10年度は杉チップ式トイレの実証実験と利用者の意識調査を、11年度は山頂の公衆トイレの屎尿運搬や脱臭実験を、12年度はオガクズ式、杉チップ式、水循環式トイレの実証実験と利用者の意識調査、13年度はオガクズ式、水循環式トイレの実証実験と利用者の意識調査をそれぞれ実施した。

7. 山頂の公衆トイレは水分が地下に浸透し、さらに気圧が低いこともあって、バキュームでの吸い取りは困難ではないかと危惧されたが、水の補給により5回の試みで計3，000Lを吸引・運搬できた。しかし、便槽はゴミ箱状態（ゴミの総数は1，487個）であった。

8. オガクズ式：　便槽にオガクズを充填してあり、排泄された大便はミキサーで攪拌されオガクズと混合、加熱・乾燥される。バイオトイレと云われているが、コンポストトイレとしての特性をもっている。オガクズには脱臭効果がある。

9. 杉チップ式：　充填材をオガクズに代えて杉チップにした方式である。杉チップにも脱臭力がある。

10. カキ殻循環式：充填材にカキ殻を用い、その表面に繁殖した微生物の浄化能力で屎尿を処理する。処理水は水洗水として循環利用する。

11. 土壌循環式：充填材に土壌を用いて浄化する。処理水は循環利用する。

12. 4年間の調査結果を基に、静岡県知事に最終報告書（当面は汲取りトイレと自己完結型トイレとの併用を提案）を提出した。これを受け行政側は、富士山トイレの改善に向けた法的整備・予算措置を行なった

13. 山頂の公衆トイレは、今のところは屎尿を溜めておいて５合目まで運び出さざるを得ないが、最終的には、屎尿の減量化を図り乾燥物にし、小さな袋に詰めて用を足しにきた人に渡して、下山時に5合目まで持って行ってもらい、そこで処理するのがベターであろう。

14. 設置スペースが狭く利用者も比較的少ない山小屋トイレでは、自己完結型のトイレを設置するのがよい。

15. トイレを清掃・管理する経費は、入山料あるいはチップを払ってもらって充当したらどうか。

16. 静岡県側の山小屋24箇所のトイレは平成17年度までに改善され、その内訳はオガクズ式が11箇所、カキ殻循環式が7箇所、焼却式が2箇所、オガクズ式＋焼却式が3箇所、オガクズ式＋土壌循環式が1箇所　である。なお、山梨県側の山小屋18箇所も平成18年度までには全部が改善されている。設置に当たっては、行政側から大幅な補助金が出された。

17. 一番大切なのは、トイレを使う際のマナー（ゴミや異物を絶対に投げ入れない。トイレットペーパーは水に溶けるティッシュ以外は使用しない。トイレ内で休憩、仮眠は絶対にしない）である。

18. 平成25年6月に富士山は世界文化遺産に登録されたが、これは目的ではなく、これからも将来にわたって富士山を守っていくための手段であると考えるべきである。

19. 富士山環境保全対策連絡会ができ、今後も引き続いて、屎尿処理対策やごみ・雑排水対策を含めた総合的な環境保全対策を講じていくことになっている。

20. 世界遺産登録までの手続きや、事前の様々な準備・努力について説明があった。

（文責・地田 修一）
下水道展　NPO等シンポジウム「水とくらしの応援団」参加報告

本会運営委員　鈴木 薫

NPO等シンポジウム“くらしと水の応援団”は下水道展‘13東京の2日目の2013年7月31日（水）午後3時より会場である出展者プレゼンテーションホールで開催され、一般市民を含め80余名が参集した。当会からは発表者ほか数名の会員が参加しましたので、ここにその概略を報告いたします。

進行役はNPO21世紀水倶楽部の栗原秀人氏が務め、下記団体がその活動を発表し、水の恵みおよび下水道の役割と価値について活発に討論した。また活動の継続を確認し、技術の伝承の重要性を共有した。

水・川・下水道の恵みを実感しながら私達の暮らしへの関わり方を考え、さらに下水道の役割と価値を再認識し、NPO等の活動のあり方を探る内容であった。

１．参加団体および発表者（発表順）

①NPO全国水環境交流会、山道雀三氏

②NPO鶴見川流域ネットワーキング、亀田佳子氏

③みずとみどり研究会、佐山公一氏

④NPOあらかわ学（の）会、大平一典氏、

⑤NPO日本下水文化研究会、渡辺勝久氏

⑥NPO下水道と水環境を考える会”水澄”、宮崎隆介氏

⑦こてはし台調整池　水辺を守る会、奥原喬夫氏

⑧清瀬下宿ビオトープ公園を育む会、田中くみこ氏

２．団体活動紹介
シンポジウムでは水に関わるNPO９団体が参加し、上記８団体が水との関わり合いを発表・紹介し、下水道の役割・市民活動を議論した。それぞれの活動ポイント・目指すところの共通認識は以下の通り。

1） 水文化の継承・何を伝えたいか？の確認

2） 伝承するにあたっての創意工夫

3） 学習・環境教育支援の継続

4） まちづくり・川づくりを通じた行政との協働・中間支援

5） 実務経験の活用

３．総合討論・意見交換

1） [image: image12.emf]水・川の価値について、下水道を通じて議論を進め、次のように意見集約した。下水道サイドと河川サイドから見ると認識が違ったように見えるが、視点が違っても水の価値と下水道の役割は同じような見方ができるのではないだろうか。

2） 下水道と河川のコラボレーション事業の事例として高度処理水を利用した生活環境改善事業が功を奏している。河川流域の中で下水も河川水も公共財というとらえ方をすると、良い報告に収束すると思われる。

3） 分野を超えたものの考え方が持続可能な下水道の役割ではないだろうか？

4） 活動を継続していくことの難しさがあるが、水環境における交流の場を活用し、先入観念を取り払い、地域特性を考慮していけば共通の認識に近づいていくと思われる。

４．参加後の感想

暮らしと水の応援団をうまく利用し、水環境と暮らしのかかわりをNPOは伝える必要があると感じました。これらNPOからの情報発信が下水道の役割と価値を伝承する捷径ではないだろうか。正しく伝承されるとまさに相承となると思料します。

目次へ
INCHEM2013　特別セミナー（日本水フォーラム主催）
「ソーシャルビジネスの推進と新たなパートナーシップ」に参加して

本会会員　高村　哲
10月30～31日、東京ビックサイトにてINCHEM　2013が行われましたが、日本下水文化研究会としては、31日のセミナー２、「ソーシャルビジネスの実現に向けた新たなパートナーシップ」に参加いたしました。ちなみに30日のセミナー1のテーマは「ソーシャルファンド～開発途上国の水ビジネスと新たなファンディング～」というものです。

参加したセミナー２の内容は、最新のビジネス・スキームやデザインの設計・普及に取り組む企業、ビジネスベース、もしくは従前のCSR 的取組から一歩踏み出して、社会的課題解決に取り組んでいる企業・団体が登壇し、途上国市場におけるパートナーシップについて討議するというものでした。日本下水文化研究会の活動を発表することには違和感がありましたが、当日の主催者側の挨拶では、海外の現場で現実に活動している状況を皆さんに広く知っていただき、ソーシャルビジネスの実現に向け、地に足のついた意見の交換を行いたいために、話を聞くことにいたしましたとの挨拶がありました。

　ビックサイトの会場は多くの人が訪れましたが、メーカーなどの展示が多く、訪れる方々もダークスーツが目立ちました。

　セミナー会場は、81名とほぼ満席でした。内容を簡単に報告しておきます。

講演１「企業戦略に資するNGO との連携」

NPO法人 国際協力NGO センター　富野岳士氏

講演２「ソーシャルビジネスとデザイン」

株式会社 グランマ 山本尚毅氏

講演３「持続可能な社会課題解決（ソーシャルアクション）の実現に向けて」

NPO法人 クロスフィールズ 小沼大地氏

事例紹介１｢インドネシアにおける社会課題解決のための取り組みと新たなパートナーシップへ期待すること｣　　　　　　　NPO法人 APEX 田中直氏
事例紹介２｢バングラデシュにおける社会課題解決のための取り組みと新たなパートナーシップへ期待すること｣
NPO法人 日本下水文化研究会 高村哲

以上の発表の後パネルディスカッション「開発途上国におけるパートナーシップのあるべき姿について」が行われました。

　講演で興味を持ったのは、企業版青年海外協力隊として、「留学」ではなく「留職」プログラムを推進し、途上国に社員を派遣するという活動を行っている小沼氏の話でした。これからのグローバルリーダーの育成には、現地型が重要だということで、数百人単位でアジア、アフリカなどに社員を送りこんでいるアメリカ企業の紹介や、規模はかなり小さいながらテルモ、ベネッセ、パナソニック、日立、NECなどが行っている同じような活動が紹介されました。

一見企業の活動に関係の無いような途上国の現地や活動に半年や１年単位で社員を送り込むことによって、通常のビジネス活動では見えない、肌感覚でのニーズの発掘などのメリットもあり、将来、企業大きな力を発揮し、世界に通用するリーダーを育てることが出来るという面を話しておられました。それに関連して、会場からは、私たち日本下水文化研究会のバングラデシュでの活動にも体験参加できないだろうかと言う質問もあり、今は少し危険ですが、時期を見れば十分可能だとお答えしておきました。
下水文化研究会としての発表は2004年からのバングラデシュというイスラム社会でのエコサン・トイレの普及のための実践活動やスラムでの活動体験を元に、いかに地元のニーズに柔軟に対応していくことかが大切で、現地でデザインが変わっていったエコサン・トイレを見てもらいました。日本で考えたものをそのまま現地で作るのは無理がある場合が多く、JICAからも「現地に合わせて行った取り組み」を評価された実例を示しました。そんな「もの」を作るというハードウエアの車輪と、地元の人々や仕組みに対応し続けていく微妙で力強いソフトウエアーという車輪の、両輪がバランス良く回っていくことが大切なのだと、実例を紹介させていただきました。

　また、今すぐには「もの」を売ることは出来ないかもしれないが、「イメージ」を売ることも必要なのではないだろうか、そして最後に、あるべきパートナーシップとして農業、学校、ヒ素対策やいろいろなことをやっているそれぞれのグループが理解し合い連携して取り組むことが重要だと言う話をさせていただきました。

なお、会場でのアンケートによると、最も関心のあったトピックスは「留職」を語られた小沼氏の発表であり、２番目が日本下水文化研究会の発表であったと後日連絡をいただきました。詳しくは日本水フォーラムのホームページをご覧ください。

http://www.waterforum.jp/jp/home/pages/index.php
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活性汚泥法のいろいろ
本会会員　地田 修一
　これまでは、下水に含まれている汚濁物のうち、有機物をできるだけ多く除去すべく、空気（酸素）を反応槽にひたすら吹き込み「活性汚泥による好気的微生物反応」を促すことに意を用いてきた。しかし近年、処理水の放流先である河川域や海域の水質をさらに向上させるには、処理水中になお残存している窒素、リン成分（植物プランクトンの異常増殖を引き起こす富栄養化物質）を、今まで以上に除去できる「活性汚泥による嫌気的微生物反応」を促すプロセスを付加する必要があるとされるようになり、一部ではすでに実用化されている。

１．　標準活性汚泥法

活性汚泥に含まれている多種多様の通性嫌気性細菌（酸素があっても無くても生存できる細菌）は、水中に遊離酸素（溶存酸素）と亜硝酸性窒素・硝酸性窒素が持つ結合型酸素が混在している場合、遊離酸素を優先的に利用して、下水中の有機物の酸化分解を行うプロセスである。　

· 反応時間：６～８時間。

· 窒素の除去率：20～40％（約30％）

浮遊物（固形物）に含まれている有機性窒素分の沈殿による除去。さらに、有機性窒素がアンモニア性窒素にまで分解され、その一部は微生物の細胞に吸収され余剰汚泥とともに除去されるが、大部分はアンモニア性窒素の形で処理水に残存。

· リンの除去率：10～30％（約20％）

浮遊物（固形物）に含まれているリン分の沈殿による除去。

２．　硝化脱窒法

汚泥日令（活性汚泥の入れ替わり日数）が長く、またBOD負荷（有機物負荷）が低い条件では、水中の遊離酸素を利用する亜硝酸細菌や硝酸細菌が働いて、アンモニア性窒素は亜硝酸性窒素に、亜硝酸性窒素は硝酸性窒素にそれぞれ酸化される。

また、水中に遊離酸素はなく、且つ亜硝酸性窒素や硝酸性窒素に含まれている結合型酸素がある場合（これを無酸素状態という）には、脱窒細菌がこれらの結合型酸素を利用して、下水中の有機物を酸化分解する。このとき、亜硝酸性窒素・硝酸性窒素は還元されて不活性な窒素ガスとなる。　

このためには、生成した亜硝酸窒素・硝酸性窒素を含む混合液（硝化液）を脱窒槽（無酸素状態の槽）に循環するプロセスが必要となる。　

· 反応時間：　12～16時間。　

· 窒素の除去率：　60～70％（約65％）

３．　生物学的脱リン法

酸素のない状態（嫌気）と酸素のある状態（好気）を繰り返すことにより、リン含有率の高い活性汚泥（リンの過剰蓄積）をつくり出すプロセスである。活性汚泥は、好気的条件下（好気槽）では、必要とされる以上のリンを微生物体内に取り込む。一方、遊離酸素だけでなく、結合型酸素も存在しない嫌気的条件下（嫌気槽）では、その蓄積したリンを放出する。その速度は、活性汚泥中のリン濃度に比例する。　

· 反応時間：　４時間。　

· リンの除去率：　85～95％（約90％）

４．　生物学的窒素・リン同時除去法（Ａ２Ｏ法）

流水下水と返送汚泥が、まず嫌気槽（遊離酸素も結合型酸素もない状態）に入り、リンの放出と有機物の摂取が行われる。

次の無酸素槽には、好気槽から硝化された液が循環され、その中の亜硝酸性窒素や硝酸性窒素の結合型酸素が呼吸に使われ、脱窒が起きる。

さらに、好気槽では有機物の酸化、リンの摂取、窒素の硝化が行われ、混合液の一部は無酸素槽へ循環される。

本プロセスでは、同一の活性汚泥中に生育条件の異なる「有機物分解菌」（「リン蓄積菌」）、「硝化菌」、「脱窒菌」が共存しており、この三者の機能をバランスよく発揮させる運転条件を設定することが必要となる。

· 反応時間：16～20時間
（了）
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バングラデシュ便り　No. 27
アッラー百様
本会運営委員　高橋　邦夫
「アッラー、アッラー、アッラー、アッラー、・・・・・・」の呼び声がけたたましい。ホテルのベランダから眼下を見ると、数人の子供たちが、小さな荷車を押しながら通過していく。荷車には、体の不自由な大人が乗せられている。荷車は、ホテル近辺のレジデンスの前に立ち止まり、「アッラー、アッラー、アッラー、アッラー、・・・・・・」を繰り返す。ホテルのあるグルシャン地区は高級住宅街である。まれに、レジデンスの住人が子供たちに喜捨を与える。子供たちは、次のレジデンスに移動する。そして行きつ戻りつする。レジデンスやホテルには必ずガードマンがいるが、彼らを叱咤する者もいれば、無視する者もいる。ひとりで「アッラー、アッラー、アッラー、・・・・」をつぶやきながら街中で手を差し伸べる年齢を問わない物乞いもいる。

街頭には何台もの街宣車が繰り出している。小型トラックやベビー、中にはリキシャに大きなスピーカーを取り付け、マイクを持った男が、コーランの一節を叫び続け、通り過ぎていく。よくもまあ、しゃべり続けられるものだと感心するほどに、その声は大きく、そして早口であり、これでもかと持続する。

遠くのモスクのスピーカーは、これまたコーランの一節を読み上げている。これがやたらと早口で長たらしい。モスクの前の通り沿いには、机と椅子が用意され、椅子に腰掛けた男がマイクをもって、コーランを読み上げているのである。机の上には、人々の喜捨である小さな紙幣やコインが散乱している。

車で道路を走っていると、思いがけないところで、両サイドに子供たちが並び、路上に張られたロープに制止される場合がある。子供たちは、コーランの一節を記した紙切れを手渡し、その返礼として喜捨を受け取るのだそうだ。いわゆるマドラサ（Madrassa:イスラム学校）の子供たちの仕業である。マドラサは小中学校とほぼ同じ機能を持つが、カソリックにおける孤児院の役割にも似ている。そして子供たちはコーランの全てを暗記し、なかにはウラマー（Ulama:モスリム指導者）になる者もいるらしい。アッラーへの挨拶は、1日5回のアザーンでも十分ではないかと思いたくなるが、繰り返し、繰り返し、アッラーは登場し、人々の生活を見守っているのである。以上は日常の光景であり、特に聖なる金曜日にはこうした百様に拍車がかかる。

アッラーを畏敬する年間行事としては、まず1ヶ月にわたるラマダン（イスラム暦9月）が挙げられるであろう。ラマダン明けやことに巡礼の季節（イスラム暦12月）には、人々が待ち望む年中行事として最大のEID ul Azha（巡礼祭）が控えている。モスリムにとっては、日本でいうゴールデン・ウィークの様相を帯びた慣習的な連休であり、人々は1週間くらいの休暇を楽しむ。この期間、ダッカでは車の渋滞はものの見事に解消する。さらにこのとき、約500-1000万頭の牛が生贄としてアッラーにささげられるのである。その1/3は自らの家族が食し、1/3は親族と分かち合い、1/3は貧しい人々へ喜捨するのが仕来たりであるらしい。勿論その際、国内牛の供給では足りず、大量の老いた牛をインドから輸入するのである。この時期、8万を越す村々全てに牛バザールが立つ。

1月末には、ダッカ北部のトンギ（Tongi）はモスリムの一大聖地となる。Bishwa Ijtemaというモスリム世界のそれこそ世界的な巡礼行事であり、河岸縁の空き地に、数百万人のモスリムが集合し、3日間のテント暮らしをする。数百万とは、聞いた話では200-500万人の開きがある。要するに経済的な理由でマッカに巡礼に行けない人々の便宜を図った代替行事である。その起源は意外と新しく、1964年の発祥と言われている。バングラデシュ国内はもとよりインド、インドネシア、マレーシア、パキスタンなど80カ国からの巡礼者が集うらしい。Bishwa Ijtema の始まる数日前、準備中の聖地を見たが、竹をフレームにした林立するテントの群れもさることながら、列をなす簡易トイレの造作には目を見張ったものである。勿論、3日間にわたる数百万人分の排泄物は、簡易な板を渡した溝から最寄りの河川に排出されるのである。流石に河川のあちこちに“この水は飲んではいけない”という看板が立っていた。

その他、アッラーに関わる行事などは数え上げたらどのくらいあるのだろうか。数多くあるTVチャンネルの2つは、終日マッカ巡礼を放映しているか、コーラン解釈講義に明け暮れているようである。

私の知人は、コーランを全て暗唱している。それも数人ともそうなのである。彼らの夢はマッカ巡礼である。「なぜ巡礼するのか？」に対する彼らの答えは毅然としている。「アッラーの教えを改めて確認し、それを世界に広めることである」と言い切った。そうした一方で、冒頭に述べた乞食はプロ集団であることや、喜捨を募る行為をアッラー乞食と非難する一面も持っているのである。とすれば、冒頭のアッラー乞食は、アッラーに救われるのであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　目次へ
運営委員会から
· 下水文化研究発表会座長報告のページでもご案内いたしましたが、「第12回下水文化研究発表会講演集」のご購読をお勧めいたします。ご希望の方は、事務局までFAXまたはメールでお申し込みください。1部1,500円、別途送料をご負担願います（メール便でお送りします）。
編集後記
11月30日地球環境基金活動報告会に参加しました。3年間の活動の中間年を実施中の団体に活動報告が課せられています。本会が参加したセッションのコーディネーターであった山崎唯司氏（元JANIC代表）から、団体からの情報発信の重要性、さまざまなパートナーとコンタクトを保つためのコツなどについて示唆を受けました。幅広いパートナーシップは、高村さんに登壇していただいたセミナーのテーマでもありましたが、企業等との協働、ファンドレイジングなどのため、団体の活動理念・目標と実績を、わかりやすく伝搬していくことは、海外協力ばかりでなく、NPO活動全般に必要なことと理解しました。本会がそうした動きに対応していけるかどうかが、当面の課題と考えています(今号はたくさんの記事になったため、マムン氏に書いてもらった日本滞在記は次号に掲載します(日本のニュースでは取り上げられませんが、バングラデシュが荒れています。そんな中で、クルナ市の本会活動サイトにインターンとして活動していた京大大学院生が無事帰国して安心しました。彼にもクルナ滞在記をお願いしたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井　彰）
目次へ

コントロールキー（Ctrlなど）を押しながら目次の各記事の文字をクリックすれば、ご覧になりたいページに移動できます。
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懇親会を終えて・受賞者を中心に





第12回下水文化研究発表会講演集ご購入のお薦め


以上の23編の論文を収めた講演集をご購入いただきたいと思います。ご希望の方は、メールあるいはFAXでお申し込みください。なお、講演集目次はホームページをご参照ください。


（1部1,500円、送料別・メール便でお送りします。）





��


下水道博物館に関するパネルディスカッション





�


玉川兄弟の像の前で





�


本会の発表者である渡辺理事（本会の展示パネルの前で）





�


セミナー２　パネルディスカッション


※写真は日本水フォーラム上記URLより転載させていただきました。





GOOD プロジェクトに応募


　日本下水文化研究会では、日本水フォーラムが、実施している「世界を変えるトイレプロジェクト」（上記セミナーはその第３弾）の第２弾として募集された「GOODプロジェクト」に下記２プロジェクトを応募しました。


バングラデシュ･クルナ市内スラム地区における資源循環利用を意図した衛生改善活動


バングラデシュ農村地域におけるエコサン・トイレの普及活動





�


Bishwa Ijtema（限りないテントと簡易トイレ群：ダッカ郊外のトンギにて、Jan/2009）





特定非営利活動法人　日本下水文化研究会
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